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震度階級のみかた

こんな場所で
地震にあったら

震度 地震が起きたとき、ある場所での揺れの強さを表しています。

地震そのものが持っている力の大きさを表すものです。マグニチュード

震度階級

避難所・避難場所

主要道路
国道
県道
市道

避難所・
避難場所

計測震度※ 震度階級
6.50未満
6.00以上

6.00未満
5.50以上
5.50未満
5.00以上

6強

6弱

5強

凡例

※計測震度とは、地震計から直
接得られる揺れの指標で、震
度を数値で表したものです。

●ヘルメット、帽子等をかぶる
●非常時持ち出し袋はリュックサックに入れて背負う。
　（両手が使えるように）
●長袖・長ズボンを着用する。
●軍手や手袋をはめる。
●靴は底の厚い、履き慣れたものを着用する。
●夜間は懐中電灯を持ちましょう。

●常に助け合いの精神で過ごしましょう。
●定められた共同生活のルールを守りましょう。
●避難所運営は避難者自らが行う自主運営とし、
　積極的に避難所運営に協力しましょう。
●間違いのないよう所持品には記名し、
　1か所にまとめておきましょう。

●車いすのひとが通行できるよう段差をつくらないなど、
　バリアフリーに配慮しましょう。
●おむつ交換や着替えなどができるように、別室の確保や
　間仕切りやカーテンでスペースを設けるなどしましょう。
●避難所の運営には女性も加わり、
　女性の意見も取り入れた避難所運営を行いましょう。

●ゴミは分別して所定の場所へ出しましょう。
●トイレはきれいに使いましょう。
●清掃などは協力して定期的に行い、清潔な状態を保ちましょう。
●ペットの世話は、避難所のルールに従って避難者が責任を
　持ちましょう。

●余震など災害の危険が続く恐れもあります。
　危険な場所には近づかないなど十分注意し、
　異常を見つけたら運営組織等に報告しましょう。
●避難所には不特定多数の人が出入りします。
　不審なことに気づいたら、運営組織等に報告しましょう。
●共有スペースは火気厳禁です。喫煙等は決められた場所を
　守りましょう。

●避難する前にもう一度火元を確認する。
●ガスの元栓を閉め、電気のブレーカーも落とす。
●持ち出す荷物は最小限にする。
●避難する時は、狭い道やブロック塀、自動販売機のそば、
　川べり、ガラスや看板の多い場所を避ける。
●決められた最寄りの避難場所へ徒歩で移動する。
●子ども、障がい者、高齢者など避難行動要支援者が
　はぐれないよう配慮をしながら避難する。

共同生活 生活環境を衛生的に

避難するときの服装 避難時のポイント

避難行動要支援者やプライバシーへの配慮 安全にも配慮を

避難行動の留意点

避難所での心得

想定地震

スーパー、デパートで・・・

学校で・・・

オフィスで・・・

屋外で・・・

車の運転中に・・・

家で・・・

6強

揺れやすさマップ揺れやすさマップ 避難時の心得避難時の心得

国の調査によると、次に関東大震災（南関東地震）と
同じ規模の地震が発生する前に、あらかじめ震源域
が特定できない南関東直下の地震が発生する可能
性が高いとされています。そこで、この地震ハザード
マップでは、勝浦市において最も大きな被害が予想
される南関東直下の地震として、勝浦市直下の地震
（マグニチュード6.9）を想定しました。予想される地
震の強さ（震度）は、市全域で震度5強から6強とな
り、勝浦市に大きな被害を与える可能性があります。

●立っていることができず、はわないと動くことができない。
●揺れにほんろうされ、動くこともできず、飛ばされることもある。
●固定していない家具のほとんどが移動し、倒れるものが多くなる。
●壁のタイル、窓ガラス、補強されていないブロック壁のほとんどが崩れる。

6弱
●立っていることが困難になる。
●固定していない家具の大半が移動し、倒れるものもある。
●ドアが開かなくなることがある。
●壁のタイルや窓ガラスが破損、落下することがある。

5強

震度

震度

震度
●物につかまらないと歩くことが難しくなり、行動に支障を感じる。
●棚にある食器類や書棚の本で落ちるものが多くなる。
●テレビが台から落ちることがある。
●固定していない家具が倒れることがある。
●窓ガラス、補強されていないブロック壁、不安定な自動販売機が落
下したり倒れることがある。

●買い物かごやバック等で頭を保
護する。

●慌てず、係員の指示に従う。
●避難のときは階段を使う。

●机上のOA機器の落下に注意し、
すばやく机の下にもぐりこむ。
●外へ逃げるときは落下物に注意
する。

●身の安全を確保する。
●すばやく火を消す。
●窓や玄関の扉を開け、脱出口を
確保する。

●裸足で歩き回らない。
●屋外に避難するときは、必ず靴
を履く。

●急いで教室から飛び出さない
で、まずは机の下にもぐり、頭を
保護する。

●地震の揺れがおさまってからは
教職員の指示に従う。

●ブロック塀や石塀、自動販売機、
電柱からすぐに離れる。

●ガラスの破片、看板などの落下
物に注意し、持ち物で頭を保護
する。
●建物から離れた安全性の高い場
所へ移動する。

●ハンドルをしっかり握り、少しず
つスピードを落とし道路の左側
に止めエンジンを切る。
●揺れがおさまるまで外に出ず、
ラジオで地震情報を確認する。
●避難する人の通行や災害応急対
策の妨げとなる場所には駐車し
ないこと。
●車から離れるときは、鍵はつけた
まま、ドアロックはしない。

「揺れやすさマップ」とは、勝浦市直下の地震
（想定マグニチュード6.9）が発生した場合の
震度分布を50mメッシュ単位で表現したも
のです。
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

豊浜小学校
大原高等学校元勝浦若潮キャンパス （注1）
勝浦中学校
勝浦小学校
芸術文化交流センター・キュステ （注2）
日本武道館勝浦研修センター （注3）
元郁文小学校
元清海小学校
興津集会所 （注4）
元興津中学校 （注5）
興津小学校
元行川小学校
上野集会所
上野小学校
元北中学校 （注6）
総野集会所
総野小学校
国際武道大学 （注7）
ブルーベリーヒル （注8）

新官６５
新官１３８０
出水１１２０－１
墨名７３３－１
沢倉５２３－１
沢倉５８２
松部１０００－１
鵜原１４２－２
興津１２２２－１
興津１２２２－１
興津１７００
浜行川８０８
植野元宮田３４
植野元宮田７２
小羽戸５８－２
蟹田１５９
蟹田２２２－１
新官８４１
興津１５１４－１０

 9図 D-2
 9図 C-1
 9図 B-2
 9図 B-2
 9図 C-2
 9図 C-2
 8図 E-2
 8図 C-4
 7図 F-5
 7図 F-5
 7図 F-5
 10図 D-2
 8図 A-1
 8図 A-1
 5図 B-2
 2図 F-3
 2図 F-3
 6図 B-5
 7図 E-4

No 名称 所在地
2,934
1,702
6,277
4,607
4,956
2,027
3,129
2,959
2,585
3,992
2,952
1,347
167
2,637
5,225
123
3,217
5,751
700

面積（㎡）
510
415
1,100
800
790
500
550
500
300
700
500
200
40
450
900
30
550
1,200
175

収容可能人数 地図座標

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

ロイヤルヴァンベール勝浦ビーチ
センチュリー勝浦シーサイド
シーフレア勝浦
勝浦ホテル三日月
アクアパレス立体駐車場
三日月イン
海の博物館立体駐車場
元清海小学校
興津集会所（元興津中学校）
興津小学校

3階以上共用部分
3階以上共用部分
1階エントランス及びラウンジ部分
3階から5階の真砂亭部分
3階以上の駐車場部分
3階以上共用部分及び空室部分
屋上部分
校舎3階部分
校舎3階部分
校舎3階部分

部原1928-58
沢倉411-1
勝浦280-4
墨名820-1
墨名816-8
墨名258-1
吉尾123
鵜原142-2
興津1222-1
興津1700

(3階14ｍ)
(3階17ｍ)

(3階9ｍ)
(3階10ｍ)
(3階15ｍ)
(屋上15ｍ)
(3階15ｍ)
(3階12ｍ)
(3階13ｍ)

8ｍ
11ｍ
20ｍ
3ｍ
4ｍ
9ｍ
9ｍ
9ｍ
6ｍ
7ｍ

No 名称 使用場所 所在地 海抜

凡例　○ ： 避難場所として使用に適する。　  △ ： 避難場所の特性を考慮して使用する。　  × ： 避難場所として使用しない。
(注１3)浸水のおそれがあるため、校舎の３Ｆ以上を津波避難ビルとして使用する。　(注14)一部が土砂災害警戒区域に指定されているため、注意を要する。
(注15)一部が土石流危険箇所に指定されているため、注意を要する。　(注16)周囲で夷隅川洪水浸水想定区域に指定されている区域があるため、注意を要する。　(注17)小中学校についてはすべて校庭

(注1)体育館　(注2)1Ｆホールを平土間として使用した場合　(注3)大道場・第1研修室・第2研修室　(注4)元興津中学校校舎　(注5)体育館・武道館　(注6)体育館
(注7)2号館武道館・3号館第1体育館・5号館第2体育館・7号館第2体育館　(注8)体育館

(注9)地域交流スペース　(注10)集会室・談話室　(注11)地域交流センター　(注12)食堂

豊浜小学校 (注17)
大原高等学校元勝浦若潮キャンパス
勝浦中学校 (注17)
勝浦小学校 (注17)
日本武道館勝浦研修センター
芸術文化交流センター
元郁文小学校
元清海小学校
元興津中学校
興津小学校 (注17)
元行川小学校
上野小学校 (注17)
市営荒川テニスコート
元北中学校
総野小学校 (注17)
国際武道大学
ブルーベリーヒル
部原荘

新官６５
新官１３８０
出水１１２０－１
墨名７３３－１
沢倉５８２
沢倉５２３－１
松部１０００－１
鵜原１４２－２
興津１２２２－１
興津１７００
浜行川８０８
植野 ７２
荒川１８９－１
小羽戸５８－２
蟹田２２２－１
新官８４１
興津１５１４－１０
部原１９３０－３

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
△ (注13)
△ (注13)
△ (注13)
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
△ (注14)
〇
〇
×
×
△ (注14)
△ (注14)
△ (注15)
〇
〇
〇
△ (注14)
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
△ (注16)
〇
〇
△ (注16)
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

 9図 D-2
 9図 C-1
 9図 B-2
 9図 B-2
 9図 C-2
 9図 C-2
 8図 E-2
 8図 C-4
 7図 F-5
 7図 F-5
 10図 D-2
 8図 A-1
 5図 B-4
 5図 B-2
 2図 F-3
 6図 B-5
 7図 E-4
 6図 D-4

No 名称 所在地
6,012
14,100
18,385
6,292
3,500
3,705
3,947
2,310
5,764
3,454
1,725
7,729
2,436
23,057
11,427
29,021
12,278
1,800

面積（㎡）
3,000
7,050
9,150
3,100
1,750
1,850
1,900
1,150
2,850
1,700
850
3,850
1,200
11,500
5,700
14,500
3,300
900

収容可能人員 地震 津波 土砂 洪水・はん濫 高潮 大規模火災 地図座標

 6図 D-4
 9図 D-2
 9図 B-4
 9図 A-2
 9図 A-3
 9図 B-2
 8図 D-4
 8図 C-4
 7図 F-5
 7図 F-5

地図座標

1
2
3
4
5

勝浦市福祉避難所
勝浦裕和園 （注9）
部原荘 （注10）
名木緑風苑 （注11）
総野園 （注12）

新戸２７２－１
市野郷２３０－１
部原１９３０－３
名木８９－１３
蟹田８８

127
100
120
103
120

No 名称 所在地 面積(㎡)
10
25
30
25
30

想定人数
 5図 F-2
 1図 D-3
 6図 D-4
 7図 D-2
 2図 F-3

地図座標

（とっさの場合に持ち出せるようにリュックサックにつめておきたい）

備蓄の
新しい方法

ラッ
プ

現金
保険証
預金通帳
印鑑
免許証
救急箱・除菌シート・消毒液
胃腸薬・便秘薬・持病の薬
食品

□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

アメ・チョコレート
栄養補助食品
飲料水
缶切り
レジャーシート
勝浦市総合防災ブック
携帯ラジオ
懐中電灯

□
□
□
□
□
□
□
□

乾電池・モバイルバッテリー
ライター・マッチ
下着・靴下・タオル
防寒用ジャケット・雨具
長袖・長ズボン
厚手の手袋・マスク
携帯用カイロ
ヘルメット・防災ずきん

□
□
□
□

BANK

カレー
カレー

レトルト
レトルト

カイロ
カイロ
カイロ

体温計
カッター
生理用品
歯ブラシ

□
□
□
□
□
□

食品（レトルト食品、アルファ米、缶詰など）
飲料水（一人1日3リットル程度）
給水用ポリタンク・給水袋
ティッシュペーパー・ウエットティッシュ
紙皿・紙コップ・割り箸
ビニール袋

□
□
□
□

カセットコンロ
ラップフィルム
洗面用具
工具セット

乳幼児・高齢者がいる家庭

オムツ
粉ミルク
液体ミルク 常備薬

生理用品女性の場合

1
〜
2
日
目

3
〜
7
日
目

カセットコンロ・
ボンベ

ローリングストック法 その他備蓄しておくと良いもの

缶づめ

乾麺　
（ラーメン・パスタ等）

フリーズドライ食品
（スープ等）

乾物 漬物

家庭菜園

※上記の日数・組み合わせは一例です。ローリングストック法等で1週間分の非常食を蓄えておくとより安心です。
※1週間分の飲料水、また生活用水も備えましょう。飲料水は1人1日3リットル×家族分の準備を。

冷蔵庫・冷凍庫の食材を活用

ローリングストック法で備蓄した非常食を活用

調理器具の備え

その他のアイデア

定期的（1ヶ月に1、2度）に食
べて、食べた分を買い足し備
蓄していく方法。食べながら備
えるため、消費期限が短いレト
ルト食品等も
非常食として
扱えます。

参考文献 ： 一般財団法人 日本気象協会ホームページ「トクする！防災」 ／ 内閣府ホームページ「防災情報のページ」

普段から少し多めに食材、加工品を買っておき、使ったら使った分だけ新しく買い足していくことで、常に一定量の食料を家に備蓄しておく方法をローリン
グストック法と言います。
ローリングストック法のポイントは、日常生活で消費しながら備蓄することです。また、ローリングストック法は、食料だけでなく、日常使いできている生活用
品（ウエットタオル、カセットボンベ、乾電池、使い捨てカイロなど）にも応用することができます。
ローリングストック法で備蓄する食料と合わせて備えたいカセットコンロとガスボンベも、日常で使いながら、常にガスボンベは一定量を確保しておきま
しょう。

冷蔵庫に食材を買い置きし、冷凍庫にもご
飯や食パン、野菜、冷凍食品等の備蓄を。

食パンや野菜等は自然解凍により
食べる事も可能。

氷は溶かして飲料水
として活用も可能。

1ヶ月で約15本必要
（1日30分使用の場合）。

カセットボンベ1本で約
60分使用可能。

停電時、クーラーボックスや保冷剤
等を活用して食材の保存を。

停電時等、冷蔵庫の食材や非
常食を調理するために必須。

ミネラル・食物繊
維の補給を。

伝統的な保存方法で。ゆで時間の短いものを。

庭やベランダ等も
活用して菜園を。

スープ類は食欲が無
い時でも接取可能。野菜や果物の缶詰で栄養を。

指定一般避難所 非常時持ち出し品

（少なくとも3日は自力で生活できるように準備）備蓄品

ローリングストック法

指定福祉避難所

指定緊急避難場所・災害種別毎の指定緊急避難場所の適否

津波避難ビル

避難所・避難場所一覧避難所・避難場所一覧 備蓄品および非常時持ち出し品備蓄品および非常時持ち出し品
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非常時に連絡しなければならない方などをメモをしておくページです。
事前に電話番号などを記入しておきましょう。

住　所

氏　名 電　話

避難所
避難所

家族が離ればなれに
なった時の避難所

家族の連絡先

氏　名 電話（会社・学校） 住　所 メモ（家族との関係など）

氏　名 電話（会社・学校） 住　所 メモ（家族との関係など）

氏　名

親戚知人の
連絡先

家族の
救急用データ

生年月日 血液型 アレルギー 常備薬 病　歴

緊急連絡先

連絡先 電　話 連絡先 電　話

災害用伝言
ダイヤルとは？

NTTでは、災害発生時に、被災地への通話がつながりにくい
状況の場合、被災地内の安否等の情報を音声で録音、再生
する「災害用伝言ダイヤル」を設置します。

伝言の録音
伝言の再生

伝言録音時間

伝言保存期間
伝言登録件数

利用可能電話

171 - 1 - 0000-00-0000（相手の電話番号）
171 - 2 - 0000-00-0000（自宅の電話番号）

1伝言あたり30秒以内

提供期間終了まで

電話番号あたり1～20件
固定電話、IP電話（050含む）
携帯電話

災害用伝言ダイヤル（171）の使い方

□ 浸水想定区域内にある
□ 土砂災害警戒・特別警戒区域内に
ある

□ いずれの区域にも入っていない
が、土砂災害や浸水の被害にあう
かもしれない。または、過去に被害
があった

命を守るため最
善の行動をとり
ましょう

外 に 出 るとか
えって危険な場
合は、建物内の
安全な場所（2階
など）に垂直避難
してください

避難するために必要な情報を何から得ますか？ （裏表紙の『インターネットを利用した防災情報』と併せて確認しましょう。）
□ 防災行政無線　　□ かつうら防災行政メール　　□ かつうらメイト　　□ Yahoo！防災速報　　□ 気象庁ホームページ（避難情報は無し）
□ 千葉県防災ポータルサイト　　□ テレビ（ｄボタン含む）　　□ ラジオ　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

避難準備や避難開始のタイミング、どこに連絡するか、何を確認するかなど、みんなで確認しましょう

避難するとき、とるべき行動を書き出しておきましょう

知人宅や親戚宅、避難所など、避難する場所を決め、途中の危険な場所も確認しましょう
※原則は危険な区域から立ち退き避難。
　ただし、マンションなどの堅牢な建物の上層で、十分に水や食糧があれば、自宅内での避難も可能です。

～土砂災害・洪水・高潮に備えて、
　　我が家の避難行動計画を作りましょう～
～土砂災害・洪水・高潮に備えて、
　　我が家の避難行動計画を作りましょう～マイ・タイムラインマイ・タイムライン わが家の防災メモわが家の防災メモ

避難情報

警戒レベル1

早期注意情報

災害の心構えを
高める

警戒レベル2

大雨・洪水注意報

避難準備
行動の確認

氾濫注意情報（夷隅川）

警戒レベル3

高齢者等避難
大雨・洪水警報

高齢者・妊婦など避難に
時間を要する人は避難

氾濫警戒情報（夷隅川）

警戒レベル4

避難指示
土砂災害警戒情報

危険な場所から
全員避難

氾濫危険情報（夷隅川）

□ 警戒レベル3 □ 警戒レベル4

高潮警報 高潮特別警報

レベル5

緊急安全確保

災害が発生又は
切迫している

気象情報
災害情報

行動の
目安

と
る
べ
き
行
動
を
チ
ェッ
ク

STEP１から始めて、□に✓を書いて確認しましょう

高潮注意報
(警報となる可能性に言及されている場合レベル3)

高潮注意報
(警報となる可能性に言及されている場合レベル3)

私が避難するタイミングは

避難を始める
避難の準備をするとき、とるべき行動を書き
出しておきましょう

その他、必要な事項がわかれば書き足しましょうその他、必要な事項がわかれば書き足しましょう
□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□

□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
□

□ 避難所の開設状況を確認
□ 火の元、戸締りの確認
□ 停電復旧したときの通電火災を防ぐため、ブレーカー
を落とす。もしくは電化製品のプラグを抜いておく。

□ 避難先を家族に連絡
□ 家族と連絡が取れない場合は家に書置きする
□ 非常時持ち出し品をもって避難
□ 暗くなる前に避難
□ 雨や風が強くなる前に避難

□ 防災ブックで危険箇所を確認
□ 避難場所、避難経路の確認
□ 家族の動向、予定を確認
□ 窓や勝手口の鍵の施錠
□ 家の周りの片付け
□ 持病のくすりを確認
□ 携帯電話等の充電
□ 避難の服装を確認
□ 非常時持ち出し品を確認

避難の準備を始める

STEP1　自宅の状況を確認

STEP3　必要な情報の取得方法

STEP4　行動プランを作りましょう

STEP2　避難先と避難経路

警報や避難情報の発令がなくても、家の周辺の状況を確認し、危険と感じたらすぐに避難しましょう！

避難先① 避難先②
場所 ：
危険な場所 ：
避難に要する時間 ：

場所 ：
危険な場所 ：
避難に要する時間 ：


